
-
占
高
官
既
圃
悼
揖
凋
こ
十

-
R
量
三
薗
園
仮
告
書
奄
《
毎
月
一
回
-
m
M
瞳
骨
}

喝

辛子電車E日ー・月ー十占ド六和昭

薫

載

輔

強

調

畠

車

景
気
徴
候
論
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・

2
牢
博
士
高
田
保
馬

魚
食
論
・
・
・
・
・
・
・
~
・
・
・
・
・
・
法
由
主
博
士
財
部
静
治

英
園
の
重
農
主
義
者
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
重
博
士
堀
経
夫

睦

阿

論

珊

赤
字
財
政
ミ
封
策
・
・
・
・
・
・
・
・
主
主
曙
士
神
戸
正
雄

一
や
贋
司
ド
耐
を
液
す
・
・
・
・
・
・
・
・

a

抑
制
一
道
十
時
十
・
沙
日
一
一
一
甜

珊

醐

咽

九

カ
ヅ
セ

Y

教
授
の
貨
幣
数
量
説
酔
暗
吟
味
・
・
経
営
宇
土
柴
田
敬

濁
逸
大
銀
行
ご
中
小
工
業
金
融
・
・
・
-
極
潜
血
平
士
楠
見
一
正

金
敷
量
読
に
就
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
事
士
松
岡
孝
児

読

苑

ケ
イ
ン
ズ
の
基
本
的
均
衡
関
係
・
・
・
・
経
済
撃
士
中
谷
賓

世
帯
統
計
に
就
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
撃
士
岡
崎
文
規

貸
借
封
照
表
の
基
礎
的
考
察
・
・
・
・
経
済
皐
士
熊
本
吉
郎

老
齢
舶
の
庭
分
に
就
い
て
ー
・
・
・
-
経
務
皐
土
佐
波
宣
平

開

鋒

新
著
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

山山ーー



日記--=回

子E

ケ
イ
ン
ズ
の
基
本
的
均
衡
闘
係

中

谷

貰

.、
L
T
h

目

ι
l
u

泊五

tE 

戦
後
、
貨
常
債
値
の
安
定
叉
は
信
用
の
統
制
に
関
す
る
諸
議

論
が
世
界
を
風
鹿
せ
る
時
に
営
り
、
昨
秋
公
刊
さ
れ
た
る
ナ
イ

ン
ズ
の
貨
幣
理
論
(
』
・
冨
-
問
。
『
回
目
的
一

htdgz話
。
=
冨
s
d
w

は
、
此
の
方
面
に
於
け
る
最
も
精
級
に
し
て
劃
期
的
た

る
著
作
と
し
て
宣
停
せ
ら
れ
、
最
近
英
米
に
於
て
も
其
の
詳
細

な
る
紹
介
が
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

同
中
凶

O
)

即
ち
、
本
書
に
於
け
る
中
心
議
論
は
、
貨
幣
償
値
の
理
論
、
と

中
央
銀
行
に
よ
る
物
償
統
制
の
現
論
と
に
し
て
、
第
一
巻
に
於

て
は
、
純
梓
貨
幣
理
論
と
し
て
銀
行
の
信
用
港
出
井
貨
幣
慎
値

一
般
の
均
衡
閥
係
と
を
蓮
ぺ
、
第
二
巻
に
於
て
は
、
臆
用
貨
常
理

』リイ
V

ズ
の
基
本
的
均
衡
関
係

論
3
f
守
し
て
右
の
理
論
の
賓
詮
的
研
究
を
行
び
、
之
に
加
ふ
る
に

投
資
比
率
の
動
態
的
研
筑
を
以
て
し
、
最
後
に
囲
内
及
び
園
際

的
の
金
融
統
制
を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
彼
の
議
論
の
根
底
を
た
ず
所
の
、
貨
幣
償
値
に
闘
す

る
均
衡
開
係
乞
紹
介
し
、
併
せ
て
若
干
の
考
察
を
加
ふ
る
事
と

す
る
。

=
、
均

衡

係

凋

ク

4
ン
ズ
の
偲
定
せ
る
基
本
的
均
衡
関
係
と
は
、

一
定
期
間

に
於
け
る
、
枇
曾
の
綿
貨
常
牧
入
の
中
、
消
費
の
震
に
費
消
せ

ら
る
L
部
分
と
節
約
せ
ら
れ
る
部
分
、
並
び
に
、
総
生
産
高
の

中
消
費
財
の
形
を
と
る
も
の
と
資
本
財
の
形
を
と
る
も
の
と
の

割
合
、
等
の
問
に
一
定
の
均
衡
闘
係
が
存
す
る
事
に
し
て
、
斯

か
る
僚
件
の
満
さ
れ
た
る
揚
合
に
於
け
る
、
一
枇
舎
の
線
牧
入
と

総
生
産
高
と
を
以
て
、
貨
幣
の
償
値
を
決
定
せ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
卸
ち
、
従
来
の
数
量
説
論
者
が
、
貨
幣
使
用
の
目
的

を
考
慮
す
る
事
ゑ
く
d
早
に
共
の
棉
観
よ
り
出
愛
す
る
が
震
に
、

共
の
打
立
て
た
る
交
換
方
程
式
が
、
輩
た
る
恒
等
式
以
上
に
何

第
三
十
三
巻

七
五
三

第
五
競

一
一
一

J. C' Stamp:“Mr. Keynes' Treatise 0111 Money"" (The Economic ]ournal， 
June 1931. pp. 241-~~49)， .D. H. Roberhion j“Mr Keynes， Th.eory of Money" 
(ibid. Sept. 1931. pp・395-4")-].H. 'Williams;“The monetary DoctrInes 
of J. M. Keyn田"(The Quarterey ]omnal 01 E:conmics， Augu;t '931. pp. 
547'-587) 
]. Keynes; A Treatise on Money， '93り Vol.L 1300k III 2) 



ケ
イ
ン
ズ
白
基
本
的
均
衡
関
係

ら
の
意
味
を
有
せ
ざ
る
に
鑑
み
、
彼
は
、
節
約
(
∞
ミ
宮
町
ω)
及
び

投
資
(
又
は
資
本
財
)
(
同
号
室
田
市
ロ
戸
)

な
る
概
念
を
打
立
て
L

、

交
換
方
程
式
を
し
て
何
ら
か
意
義
あ
る
も
の
た
ら
し
め
ん
と
す

る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
彼
は
、
先
づ
消
費
財
の
債
格
水
準
が
如
何
に
し
て
決

定
さ
れ
る
か
を
吟
味
し
、
之
に
閲
し
て
一
つ
の
方
程
式
を
立
て

』

b
z

卸
ち
.
先
づ
枇
曾
の
刷
脚
質
徴
収
入
占
た
る
も
の
を
分
析
す
る
に
、

一
人
の
支
出
は
同
時
に
他
人
の
牧
入
を
意
味
す
る
も
の
に
し

て
、
吹
の
如
く
二
様
の
分
析
が
可
能
で
あ
乱
。

(二) (ー)
綿織
貨貨
常解
』段取
入入
~ー~、，ー~-

資消資消
木費本費
財財財財
3 購白白
ミ入生生
吉田産産
主5)j事にに
の白よよ
鴛支るる
の出岐 i政
支入入
出・

(c1) (υ) (b) (叫

此
の
揚
合
、
同
と
仰
と
の
割
合
が
同
と
附
と
の
割
合
に
等
し

け
れ
ば
、
消
費
財
の
慣
格
水
準
は
そ
の
生
産
費
に
等
し
い
の
で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
社
曾
の
線
貨
常
牧
入
の
中
、
消
費
財
の

購
入
の
震
に
支
出
さ
れ
る
額
と
節
約
(
苧
が
て
は
投
資
せ
ら
れ
る
)

さ
れ
る
額
と
の
割
合
が
、
全
生
産
物
の
生
産
費
中
、
資
本
財
の

第
モ
十
三
巻

七
五
四

第
五
時
蜘

一
二
回

生
産
費
と
消
費
財
の
生
産
費
と
の
割
合
に
等
し
き
場
合
に
、
消

費
財
の
償
格
水
準
は
そ
の
生
産
費
と
等
し
く
た
る
の
で
あ
る
。

印
ち
均
衡
の
傑
件
が
満
た
さ
れ
た
揚
合
に
は
、
消
費
財
の
債
格

水
準
は
そ
の
生
産
費
と
一
致
す
る
の
で
あ
弘
。
而
し
て
、
斯
か

る
消
費
財
の
債
格
水
準
を
示
す
も
の
と
し
て
、
彼
の
胤
(
へ
た
る

何

回

戸

|

出

回

、

出

方
程
式
は
、
可

1
1
1
1
+
J
1
及
び
HMltタ
+
J
l

-
O

』

ハ

ト

ロ

に
し
て

一
司
仏
内

1
川、

p
t白
血
司
司
〉
賞
与
ka
住
:
恒
三
百
J
E

l
J
…

ι
I
J
l
i
v
-
-
1
0
1
ι
T
Y
7
 

主
二
乙
則
前

l
i
;ノ
1
1

に
於
け
る
枇
曾
の
抽
出
貨
常
牧
入

。
は
同
じ
〈
財

(
町
一
自
己
ロ
明
田
}

貨
の
総
生
宜
伸
高
百
三
宮
門
)
Y
は
E
の
中
資
本
財
包
ロ

4
2
5
8円

の
生
産
に
よ
る
牧
入
の
割
前
、

S
は
節
約
高
(
∞
当
日
=
間
的
)

R
は
消
費
財
〈
消
費
者
の
購
ふ
伊
豆
円
。
を
も
含
め
て
)
の
量
、

w

mgL回)
は
生
産
物
軍
位
の
報
償
率
(
生
産
費
)
で
あ
る
。
邸
ち
均
衡
の
献

態
に
於
て
は
代
日
∞
な
る
故
P
は
生
産
費
と
等
し
〈
友
る
の
で

あ
る
。然

ら
ば
次
に
、
治
費
財
の
債
格
水
準
't
共
に
一
般
物
債
を
構

成
す
ぺ
き
新
資
本
財
の
憤
格
は
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
れ
る

か
、
之
は
賞
に
複
雑
友
る
公
衆
の
感
情
と
銀
行
の
政
策
と
に
よ

り
て
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
に
じ
て
、
夜
に
詳
論
の
徐
地
た
き
も
、

i bid. V 01. V 01. 1 135-6. 
ibid. p. '34 
勿論 S，avingsが全部資本財購入の常に用ひられるのではないが、更に銀行の
信用撰張によってそれ以上用ひられるのであるが、 i叱慮では便宜の符に一眼
資本財D芳~cv文向としておい倫本稿にて資本財と云ふものの中にはすべて
の生産要素を包含せしめる。
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要
す
る
に
、
斯
か
る
資
本
財
が
賂
来
遁
り
出
す
で
あ
ら
う
所
の

効
用

(
d
g
E
g
)
に
封
ず
る
見
込
債
格
に
依
容
す
る
も
の
で
あ

り
、
同
時
に
叉
、
斯
か
る
賂
来
の
効
用
を
現
在
債
値
に
還
元
す

る
銭
の
割
引
利
率
に
依
存
す
る
も
の
と
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

今
新
か
る
新
資
本
財
の
債
格
水
準
を
?
に
て
表
は
し
、
そ
の

増
加
量
を
ば
め
に
て
表
は
せ
ば
、
H
U
、(
)
1
H

は
斯
か
る
資
本
財
の

線
償
額
で
あ
る
o

従
っ
て
全
生
産
物
の
償
絡
水
準
を

π
に
て
表

;
F
p
i
，

同

ω
M
N
4
M
M
、
(
リ

]

{

U

m
十

日

]

丸

山

H

∞

は
せ
ぽ
、
刈

l
l
J
1
1
1
1
J
4ト
1
1
1
J
J
1
と
宿
わ
ア

川

rhw

川

h

f

L

h

岬い

夏
に
書
換
ふ
れ
ば
、
同

H
H
F
+
[よ
川
と
な
る
。
即
ち
若
し
、

斯
か
る
資
本
財
の
綿
貫
償
額
が
節
約
の
額
に
等
し
き
と
き
は
、

同
|
伊
日
制
と
な
り
て
、

し
く
な
る
の
で
あ
る
。

一
般
物
債
は

E
一O
帥
ち
生
産
費
と
等

而
し
て
若
し
、
右
に
述
べ
た
る
て
H
U
H
-∞
の
如
き
扶
態
が
生

十
る
な
ら
ば
、
帥
ち
彼
の
所
謂
均
衡
の
般
態
と
た
る
た
ら
ぽ
、

彼
も
亦
、
消
費
財
の
債
格
水
準
、
延
い
て
は
一
般
物
債
が
、
貨

幣
数
量
に
比
例
し
て
増
減
す
る
と
云
ム
、
数
量
説
的
因
果
関
係

を
認
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
斯
か
る
空
想
的
な
る
均
衡
般
態
は
、
現
買
の
枇
曾

ケ
イ
ン
ズ
白
基
本
的
均
衡
閥
係

に
於
て
は
決
し
て
輿
へ
ら
れ
る
も
の
で
は
た
く
、
諸
種
の
原
因

に
よ
り
て
斯
か
る
均
衡
は
絶
え
や
擾
乱
さ
れ
居
る
も
の
で
あ

り
、
従
っ
て
物
償
水
準
と
貨
幣
数
量
と
の
間
に
は
少
し
の
因
果

関
係
も
泣
く
、
寧
ろ
銀
行
は
、
そ
の
利
子
政
策
に
よ
り
て
企
業

家
の
投
資
率
を
管
理
し
、
以
て
、
均
衡
の
欣
態
に
近
附
け
ん
と

努
力
す
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ぽ
斯
か
る
均
衡
賊
態
を
撹
乱
す
る
も
の
は
如
何
な
る
も

〉

通

o

f
，冒

そ
れ
に
は
種
々
の
原
因
が
泉
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、

彼
に
よ
れ
ば
、
忌
も
有
力
な
る
原
因
殆
ん
ど
雌
一
む
原
因
|

人
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
か
の
企
業
家
の
利
潤
で
あ
る
。
以
下
、

新
か
る
利
潤
が
如
何
に
し
て
褒
生
し
、
叉
如
何
に
均
衡
を
飢
す

か
を
略
越
し
ゃ
う
。

一
、
均
衡
破
壊
力
と
し
て
の
刺
潤

抑
も
彼
の
所
謂
利
潤
と
は
、
企
業
家
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ

り
て
、
疋
常
な
る
報
酬
以
上
に
受
く
る
所
の
徐
剰
利
得
に
し
て
、

総
生
産
物
の
生
産
費
と
現
賓
の
責
上
線
舗
と
の
差
額
で
あ
り
、

従
っ
て
枇
曾
の
線
牧
入
の
中
に
は
含
ま
れ
ぎ
る
も
の
で
あ
る
町

第
三
十
三
巻

七
五
五

第
五
時
抗

一
二
五

ibid. p. 134・
E~p ち枇曾の貨幣1\'1;入は生産の結果生じたるもIZ> I亡して綿生産費に等しい。

故に示は単位生産喪¥V1と等し〈なる酌である。

ibid. p. 141 
ibid. p. 180 
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ケ
イ

y
ズ
白
基
本
的
均
衡
関
係

部
ち
消
費
財
の
生
産
者
に
付
い
て
見
る
に
、
就
舎
の
綿
牧
入

の
中
消
費
財
に
費
消
さ
る
L
部
分
の
割
合
が
、
全
生
産
物
中
治

費
財
の
占
む
る
割
合
よ
り
も
大
な
る
時
は
、
彼
は
利
凋
を
得
る

と
事
な
り
、
反
封
の
場
合
に
は
損
失
を
蒙
る
事
と
な
る
。
叉
資

本
財
の
生
産
者
に
付
い
て
見
る
た
ら
ぽ
、
彼
が
利
潤
を
得
る
か

損
失
を
蒙
る
か
は
、
前
惑
の
如
き
、
新
資
本
財
の
賂
来
償
値
に

封
ず
る
市
場
の
激
測
と
市
揚
の
利
率
と
が
、
彼
に
と
リ
て
好
都

合
と
な
る
や
否
ゃ
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
今
、
前
者
の
利
潤
高
を
仏
、
後
者
の
利
潤
高
を
印
と

し
、
夏
に
綿
利
潤
高
を

Q
と
す
れ
ば
、
前
遁
の
所
よ
り

3
1で
ji--

♂
。
同
H
H
T
I
R
o
-
H
|
切
と
左
る
で
あ
ら
う
。

而
も
て
1
l
m

及
び
同
|
∞
の
如
き
は
、
前
掲
の
方
程
式
の
第
二
項
に
位
し
、

此
等
が
零
で
左
き
限
り
、
均
衡
の
破
ら
る
L
は
明
か
た
る
所
で

あ
る
。
然
ら
ぽ
此
の
均
衡
の
破
れ
た
る
結
果
は
如
何
た
る
か
。

今
消
費
財
の
生
産
者
の
み
に
付
い
て
見
る
な
ら
ば
、
彼
が
利
潤

を
得
る
時
郎
ち
H
、

v
mの
揚
合
に
は
、
前
掲
の
方
程
式

]μ1岩国

同、
1
1
∞

+
l吋
中
最
後
の
項
が
零
よ
り
大
と
な
る
故
に
、
消
費
財
の
債

格
水
準
P
は
生
産
費
問
よ
り
も
高
く
た
り
、
反
叫
割
に
損
失
を
蒙

第
三
十
一
一
不
審

第
五
務

一
二
六

七
五
六

回
、
八
切
な
る
故
に
最
後
の
項
は
負
教
と
た
り
、
震

に
債
格
水
準
P
は
生
産
費
W
よ
り
も
低
き
事
と
た
る
。
而
し
て

る
時
に
は
、

消
費
財
の
慣
格
水
準
に
閉
し
て
右
に
述
べ
た
る
所
は
、

由宝
物

慣
水
準
に
付
い
て
も
亦
安
常
す
可
き
で
あ
る
。

夏
に
叉
、
今
若
し
一
般
に
生
産
者
が
利
潤
を
得
て
居
る
と
す

る
な
ら
ば
、
個
阜
の
生
産
者
は
、
夏
に
多
く
の
利
潤
を
得
ん
が

冊
捕
に
、
更
に
北
パ
の
生
産
高
を
晴
大
ぜ
ん
と
欲
す
る
で
あ
ら
う
。

而
も
此
の
場
合
、
彼
等
は
以
前
よ
り
も
よ
い
り
多
〈
の
生
官
製
京

高を
ま用
る J‘
もる
のを
で要
あし
る、
o2l)，'L 

故 史
t亡
生エ
土産
量要
官素
の一
利孟
潤吾
に明

書Jム
ず山

る
遁
笠常
胃袋
町二 々

債
格
水
準
並
び
に
利
潤
の
上
昇
を
来
ず
で
あ
ら
う
。
斯
〈
て

般
に
、
「
利
潤
の
容
在
は
、
生
産
要
素
を
用
ふ
る
事
を
毎
々
多
か

ら
し
め
、
叉
共
の
費
用
を
も
袋
々
高
め
ん
と
す
る
も
の
左
る
が
、

反
封
に
、
生
産
要
素
を
用
ふ
る
事
益
々
タ
く
、
共
の
費
用
が
盆

沼

，R

高
く
な
れ
ば
、
利
潤
を
生
む
事
亦
多
し
E

」
と
一
言
ひ
得
る
の
で

あ
る
。然
し
乍
ら
、
総
牧
入
の
中
、
共
の
幾
割
を
節
約
す
ぺ
き
か
を
決

定
す
る
も
の
は
消
費
者
で
あ
り
、
投
資
の
割
合
を
決
定
す
る
も

PR(消費財総責償額)d:ー弓
ibid. p. 137 
ibid. p. 147 
ibid. p. 124 
ibid. Vol. 1 p. 18口・
ibid. VoJ. I p. 181. 



の
は
企
業
家
で
あ
z
円
。
従
っ
て
企
業
家
が
、
利
潤
追
求
の
震
に

如
何
に
多
く
の
生
産
要
素
を
用
ぴ
ん
と
欲
す
る
も
、
夫
に
必
要

友
る
購
買
力
を
持
た
ざ
る
限
り
、
彼
の
望
み
は
達
せ
ら
れ
な
い

で
あ
ら
う
。
然
る
に
此
の
揚
合
に
於
て
も
、
彼
企
業
家
は
其
の

購
買
力
を
得
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
卸
ち
品
行
信
用
は
、

彼
に
此
の
購
買
力
の
支
配
を
興
ふ
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
銀
行
の
物
債
統
制

右
の
如
〈
銀
行
は
、
資
力
止
な
ぎ
企
業
家
に
制
し
て
、
生
産
手

段
の
支
配
擢
を
賦
奥
ず
る
も
の
た
る
が
、
之
と
同
時
に
、
共
の

利
子
政
策
に
よ
り
て
、
企
業
家
の
投
安
額
を
支
配
す
る
も
の
で

あ
る
。
邸
ち
、
公
衆
の
手
に
節
約
さ
れ
た
る
牧
入
の
全
額
が
直

ち
に
投
資
さ
れ
る
の
で
は
友
く
、

一
部
分
は
将
来
の
投
資
の
銭

に
銀
行
に
預
入
れ
ら
る
L
事
も
あ
る
故
に
、
銀
行
は
そ
の
信
用

供
給
を
加
減
す
る
事
に
よ
り
て
、
能
く
、
企
業
家
の
投
資
額
即

tJ一
交
換
方
程
式
に
於
け
る
ー
を
支
配
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
然
る
に
、
企
業
家
が
利
潤
を
得
る
か
損
失
を
蒙
る
か
は
、

節
約
高
S
に
謝
す
る
投
資
額
I
の
比
較
闘
係
に
依
存
す
る
も
の

ケ
イ
ン
ズ
の
基
木
的
均
衡
関
係

に
方ぞ
け
る

因
果
の

蓮
鎖、

21芝望費財D貰上高ー消費財白生産品!、即ちF R-ER=E-s-(E一円

、は平はり新資本財の賓上高ー其の仇産費なる故 1-1'となる。
Qはも+もなる故 Iー邑となる。 円) ibid Vol. Ipp. 137-8 
1'-5 

蓋しーτ 一白Rは常に絶望号数なるが仇である。
I、

去
る
故
、
投
資
額
ー
は
、
企
業
家
の
利
潤
Q
を
支
配
す
る
も
の

と
言
ぴ
得
る
で
あ
ら
う
。
夏
に
叉
、
各
生
産
要
素
に
封
し
て
提

供
さ
る
h
A

報
償
の
率
は
、

企
業
家
が
利
潤
を
事
げ
居
る
や
否
や

に
感
じ
て
騰
落
す
る
も
の
な
る
故
、
方
程
式
中
の

H
I
l
∞
は
同

(
報
償
率
)
に
謝
し
て
因
果
の
閥
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
匂

J

I

H

∞
 

斯
く
て
、
方
程
式
司

HHF十
1
d
l

は

H
J
心
(
l
H
l
∞)↓

W
と
た
り

ー
に
先
立
つ
も
の
と
し

て
銀
行
の
信
用
政
策
が
存
ず
る
事
と
な
る
。
而
し
℃
此
の
事
は

川

H'

方
程
式
可

L-+叫
に
に
付
い
て
も
同
紙
で
あ
る
口

邸
ち
、
銀
行
が
信
用
許
輿
の
依
件
を
盤
梅
し
て
、
公
衆
の
節

約
高
S
が
、
新
資
本
財
の
債
格
(
或
は
投
資
額
)
I
に
等
し
き
様

に
す
る
な
ら
ば
、
総
生
産
物
の
債
格
水
準

π
は
安
定
し
、
以
て

各
生
産
要
素
の
平
均
報
償
率
W

引
に
劉
廃
す
る
事
と
た
る
の
で
あ

る。

豆
、
鈴

4喜子.. 

以
上
私
は
、

み
ノ
イ
ン
ズ
の
議
論
の
根
底
を
た
せ
る
、
基
本
的

均
衡
関
係
を
略
述
し
、
此
に
基
き
て
、
貨
幣
償
値
の
決
定
に
参

第
三
十
三
巻

第
五
時
肌

一
ニ
七

七
五
七

16) 

)

)
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ケ
イ

y
ズ
の
基
本
的
均
衡
関
係

興
ず
る
各
要
因
が
如
何
に
聯
閥
作
用
す
る
か
を
、
出
来
る
だ
け

簡
軍
に
記
し
た
の
で
あ
る
。

nuMr'
「
J

、

向
出

d
y

ナ

4

ン
ズ
の
設
の
中
心
を
た
す
も
の
は
、
祉
曾
の
線

貨
幣
牧
入
中
、
節
約
さ
る
可
き
割
合
が
、
総
生
産
物
中
、
資
本
財

(
其
他
の
生
産
手
段
)

の
形
を
と
る
も
の
L
割
合
と
は
、
全
然
別

個
の
人
々
に
よ
り
、
叉
全
然
異
り
た
る
原
則
に
上
り
て
決
定
せ

ら
れ
る
と
云
ふ
事
、
従
っ
て
、
稿
者
の
聞
に
は
何
ら
一
致
せ
し

め
ら
る
可
き
珂
白
む
有
せ
ざ
る
事
で
あ
芯
日
敢
に
w

似
の
附
詐

基
本
的
均
衡
閥
係
は
、
共
の
諸
保
件
が
満
足
せ
ら
れ
て
輿
へ
ら

れ
る
も
の
で
は
た
く
、
不
均
衡
の
欣
態
に
て
奥
へ
ら
れ
て
と
そ
、

初
め
て
均
衡
に
到
達
す
る
矯
の
諸
過
程
が
よ
〈
説
明
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

従
来
、
多
〈
の
金
融
統
制
論
者
が
、
直
接
に
貨
幣
数
量
設
よ

り
出
費
し
、
貨
併
に
よ
る
取
引
の
性
質
及
び
目
的
を
考
慮
す
る

事
・
泣
く
、
車
に
其
の
取
引
額
よ
り
貨
常
債
値
を
決
定
せ
ん
と
せ

し
に
反
し
、

タ
4

ン
ズ
が
、
前
遁
の
如
く
貨
常
牧
入
の
分
析
よ

り
出
費
し
て
、
貨
常
債
値
時
変
動
の
原
因
を
究
明
ヒ
、
以
て
中
央

銀
行
に
よ
る
物
償
統
制
の
理
論
に
準
み
た
る
は
、
賓
に
特
筆
す

第
三
十
一
一
ゴ
巻

七
五
八

第
五
時
前

一
二
八

S 彼可
との只き
を興此偉
等へ庭大
したにな
くる注る
す方意幼
る程ず績
事式可と
に可き言ー

の 1I はは
み。it司、ね
向!中ば
けで}央た
ら 1、童艮 ら
P司1 iノー も

れ U" 1'T 主主
る中のい
可の物。
き・↑買
~e ~~攻
はに策
~ro; l' カ王
いと、

と
言
ふ
事
で
あ
る
。
剖
ち
ウ
4
リ
ア
ム
ス
の
如
き
も
、

に
Y
と
S
と
が
等
し
き
の
み
に
て
は
P
は
安
定
し
泣
い
。
例

へ
ば
、
新
ら
し
き
機
械
を
使
用
せ
し
結
川
市
、
次
の
生
産
朔
に

方合
ーて:

E
V
U
此

l
vし
り
い
か
刷
れ
u
h
l
必ム
(
U
U
刊

同!
引地

tγ 

の
下
落
を
認
む
可
く
、
叉
P
の
安
定
の
震
に
は
、

O
の
培
加

に
等
し
き
だ
け
S
の
減
少
を
必
要
と
す
る
も
、
斯
か
る
一
致

は
到
底
珠
期
す
る
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
え
よ
と
漣
ぺ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

る:18)守

J 主勿
、ノ吾b

と q 冒岡
入此

j進は町

三 W，話
己がは

る申

の "-
し
で、
あ
る
古宮

共
の
説
日月
古王

l' 
と
S 

ケ

4

ン
ズ
自
身
も
認
む
る
所
に
し
て
、

回、

lω
友
ら
ば
、

P
は
安
定
す

と
を
等
し
か
ら
し
む
る
潟
の
銀
行
政
策
に
重
き
を
置
か
れ
、

他
の
重
要
注
る
一
候
件
が
徐
り
に
輯
〈
扱
は
れ
居
り
は
し
友

い
か
と
、
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
四
回
十

ibiu. Vo1. IJ， Book VI 22) ibid. VnL J. p. 182 
ibid. Vol. 1. p. '72 倫節約額が全部投資3れる Dではな〈更に其の一部分
は将来の投資の角に銀行に預置恥れる事もある白である。
ibid. Vo1. 1. p. 182 25) ibid. Vol目r.182-.3 
ibid. V 01. P. 183此c揚合は静態的均衡を仮定せるものなる故
的と見倣すのである。
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